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カムチャッカ半島付近の地震（7月30日）

気象庁令和7年7月30日カムチャッカ半島付近の地震について（第３報）
https://www.jma.go.jp/jma/press/2507/30c/kaisetsu202507301910.pdf

https://earthquake.usgs.gov/e
arthquakes/eventpage/us6000
qw60/mapC

USGS Interactive map



日本海溝・千島海溝周辺海溝型地
震防災対策推進基本計画(R4）



南海トラフ地震想定震源域

中央防災会議防災対策実効会議南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応検討ワーキンググループ
「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対策のあり方について（報告）」2018年より



南海トラフ地震「異常な現象」

中央防災会議防災対策実効会議南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応検討ワーキンググループ
「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対策のあり方について（報告）」2018年より



南海トラフ地震臨時情報

南海トラフ地震臨時情報「調査中」

南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震警戒）
南海トラフ地震
臨時情報
調査終了

津波避難を急ぐところ

事前避難の準備
事前の備えの確認

南海トラフ地震の想定震源域で
M6.8以上の地震・異常な現象が発生

南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震注意）

情報が出された時に
どのように対応する
か
考えておく



地震が「いつ起きる」のかではなく
起きた時に「備えている」のかが大切

備えの確認のための情報
南海トラフ地震臨時情報



阪神・淡路大震災 怪我の原因

住宅倒壊
3%

家具転倒
47%

ガラス
29%

その他
18%

不明
3%

家具転倒・ガラスによる負傷が圧倒的に多い



避難行動のポイント

•地震発生時はその場で身を守る。シェイクアウ
ト。
•周囲が安全ならばその場で安全確保。無理に
移動しない。
•避難が必要な場合は、落ち着いて避難する。
•避難場所とその経路を確認する。
•障害がある人へは周囲からの支援が必要。



大地震：被害が桁違いに大きい
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阪神・淡路大震災

東日本大震災

伊勢湾台風

福井地震

三河地震
枕崎台風

死者数



地域の力が命を救った

⾃⼒で脱出
35%

家族
32%

友⼈・隣⼈
28%

通⾏⼈
2%

救助隊
2%

その他
1%

• 地震とともに51件の火災
が発生。地震当日に100件
に拡大。

• 市内は断水。消火できず。
川・貯水槽の水を利用。

• 消防は消火を優先。全国か
ら消防の支援があったもの
の、連携はうまくいかず。

• 救出者数
– 消防 604人
– 消防団862人

（＊うち生存者755人
）

倒壊家屋からの救助状況

（日本火災学会「1995年兵庫県南部地震におけ
る火災に関する調査報告書」1996年より）



（出所）兵庫県のデータより作成

避難所をめぐる課題
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避難所運営には地域の力が不可欠

区役所が職員を配置して運営する想定だっ
た
＞＞機能せず

• 地域主体型
• 学校主体型
• 避難所リーダー主体型
• ボランティア主体型



令和6年能登半島地(2024年）

（出所）気象庁「令和6年能登半島地震の
評価」より
https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthl
y/2024/20240101_noto_1.pdf

地震による被害
• 2024年1月1日16時10分
• 震源：石川県能登地方
• マグニチュード7.6
震度７ 志賀町 輪島市
震度６強 七尾市、珠洲市、

穴水町
• 死者515名（うち災害関連死287
名）

• 住宅被害81,242棟
(2024年5月21日時点）



被災者支援をめぐる課題
• 市民のほぼ全てが被災
（例）珠洲市：人口12,929人

避難所数75 避難者数7,000人＋車中泊/在宅
（1月4日）

＊行政職員もほぼ全てが被災・避難生活

• 劣悪な避難生活
• 避難所混雑

• 断水＜水道復旧の目処がたたない＜仮設トイレ来ない

• 食事：届かない。地域が持ち寄り。まだ弁当はない

15



高齢化社会での災害対応

石川県
老年人口30.3％

珠洲市52％
輪島市46.9％
穴水町50％
能登町51.1％
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広域避難

１次避難 2次避難１.5次避難
（要配慮者） 集団避難

（地区単位）

個別避難
（ホテル・旅
館）

指定避難所

⾃主開設避難所
避難所外避難

被災外被災地



避難所運営体制をつくった

物資班総務班 食事班 衛生班 医療班 保健班

• 避難所運営の総括
• 情報管理に関すること
• 避難所広報に関するこ
と

• 取材対応に関すること
• 避難所人数の管理
• 近隣避難所の対応
• 外郭団体の対応

本部長

副本部長

• 物資の在庫管理
• 運輸・搬入に関する
こと

• 不足品のリストアッ
プ

• 希望する物資の取り
まとめ

• 避難所の食事提供
• 食材の管理に関す
ること

• 食事用資材の在庫
管理

• 避難所の衛生環
境に関すること

• 傷病者の応急措
置

• 健康に関するこ
と

• 健康状態の把握
と情報の集約

• 避難者の健康ケ
ア対策

• ストレスチェッ
ク

• 運動・レクリ
エーション

避難所運営体制があらかじめ決まっていたわけで
はなく、その時やっている人にお願いしてどんど
ん役割を持ってもらいました。



みんなで食料を持ち寄った

1月8日（月）LINEより

避難所では 避難後2日以降 街中協力して めっちゃ美味し
い食事を作り食べてます！贅沢な食事なんですよ〜！カニ鍋、
岩のりと豆腐の味噌汁、豚汁、じゃがりこのポテトサラダ、珠
洲塩おにぎり、カレーライスなどなど。こんなに良い食事して
いる所は 私達だけかなぁ…。
あったかい食事を頂いて 身も心もホッとして最高！有難い
ですね。感謝  感謝！  今日も 元気です！



食事の必要な人＜自分で記入



緑色の処理袋は 既設の洋式便座に被せて 使用してきまし
た。避難所が小学校だったのでトイレの数もあったため簡
易の段ボールトイレは 全く使用していません。

• 洋式トイレに白い袋をかけ、その上に緑の袋をセットして利用
する。

• 利用後は凝固剤をかけ、緑の袋の上を紐で縛り廃棄する。



仮設トイレは
つらい・・



狭くて
着替えら
れない

トイレは
寒い

生理用品
の交換も
しにくい



女性用のコーナー
体育館の倉庫を利用



男性用の
トイレに入
るのは

気が引ける

女性ばかり
トイレ掃除
担当？

無理にお
願いする
のも・・



みんなが
トイレそうじ当番

男性/女性 1人づつ担当



避難所区画整理
1月17日〜19日
荷物をまとめて移動の準備

1月20日〜21日
体育館内の清掃＋除菌
区画整理・段ボールベッドの設置

＊赤十字の人と相談しながら
女性だけ/男性だけ/世帯別



避難所空間レイアウト

ピンクの養生テープを
使って通路をわかりや

すく示しています

手押し車でも
移動できます



トイレ対策は必須です
仮設トイレが届くのに数日かかります
凝固剤＋ゴミ袋＋ゴミ箱

＊凝固剤は十分な数を準備しましょう



必要な衛生用品は性別/世代別で違う

• 乳児 紙おむつ
• 女性生理用品（昼用＋夜用）30個

• 男性・女性 尿もれ用パッド

• 男性・女性 紙パンツ、おむつ
＊ウェットティッシュ・お尻ふきはほとんど備蓄さ
れていない

30



子どもの居場所づくり

避難所
• 子どもの居場所（遊び場/勉
強できる場）をつくる

• 子ども同士のコミュニケーシ
ョンの機会をつくる（イベン
トの開催）
支援情報を共有するために
• 子育てをしている人同士のネ
ットワークをつくる（SNS等
を活用）

地域で災害時の子供の居場所づくりを考える



避難所運営におけるチェックポイント

避難所の住環境の改善
• 避難所の衣食住が行き届いているのか

（TKB  T：トイレ K：食事 B：ベッド）
• 公衆衛生管理状況

外/内の動線（靴を脱ぐ/履く）
トイレの動線（スリッパ）、トイレの管理時状況
清掃状況

• 要配慮者の状況
• 避難所での生活が厳しい人については、1.5次避難、2次避難に結

びつける
• 被災者の困りごとを支援につなぎ、解決できる体制



「日常時」と「非常時」
フェーズ・フリー

https://phasefree.or.jp/phasefree.html



ローリングストック
普段から多めに食材・保存食を買うようにする

「いつも」→「もしも」

使う買い⾜す









こども食堂＞災害時の食
の拠点

（うわじまグランマ）

こども食堂

地域の食の拠点

南海トラフ地震
食のネットワーク

西日本豪雨災害

災害時の炊き出し支援に関する協定
書
（宇和島市・宇和島市子ども食堂連
絡協議会）2025年2月5日



明石市ひなんサポーター
研修

地域に避難サポーターを増やす！



阪神・淡路大震災から私たちは何を学んだ
かー被災者支援の30年と未来の防災
慶應義塾大学出版会

地域が主役の自治体災害対策
学芸出版社


